
II-44 近 飲沐曽川襦梁のニユーマチツク・ケニゾンエ事に就いて

迫畿日本頗 尾古雇線改良事務所長
全   上      輛 課

1.要 旨

近畿冒亦Ck道名古屋線暴名～ろ古屋間の長島駅前後↓1あつ塀変
・長良川福深 (工長qq

2水 )並びt[水曽川棚深 (延長664水 )|ま何たt軍線Z.あり、]つ e設 後 6o年 余を,

過 してヾつため,これう■大棚深と合む[長 約4粁 今の軍線E嗣 |す輸送上の隆路どしてが

ねてより改善を壺 く要望せうれてぃた。小互痔¬ま該匠間複線イヒの第
一期互事プあって複線

式の本曽川新格家と國欲関曲線布深い下況狽り23水 (獅梁中し間隔)の 位置に業連するt

のZ あ゙1)、そのうち下ψ補適は昨年以石■(本年3月末党成をワた。.

2:盲ILElの概手

i)相 長並びに径間宅」

本棚径間害り|よぷ格付置に近接して國欽関西線"ひ 國道
―写線の二禍深が現移するため

,6フK上 ]7にう殻破猫深と同
一にする必要がある。3'ち複線軍純 トラス支間53水 1連 ,支

間62水 580 1ろ 連、璃長 (禍6前 面間『E離)は 860水 6bOて ある。

il)探枯地点の地質
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セ算の分類 (AC法 )及 び図 示,ム 畷一言ιう 薇
→性質
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択梱力点の地雪は概殻稿果 の1手報告1・あしヽて「底無しの元字ル苓」と林さら′″軟,多

なtの 7・あつて、一昨年夏
「
シシウオールサンプ'ンフ」により詳細な上算調査を行つ″

結果t図-lo抑 (河床D約 10米 前後セの所謂洗堀ちラとワなされ,推相破層を除さ 深 疲

約5o水 1■呈b tttiヌ 11シルトるこく:す主准う漏合物の互層が
｀
連続し、経済的旋互可育ヒ

0深晨肉,1支方層とすうに足る地墾 |まワ出すにながつた。特にぶ度20～ 3o水 間の粘性

主層は鋭敏,L8～ |○,F87隙'L2.0～221曰 然合水量`す液
・ll限界:1崎手しげが之を声を

ろtの tあ ι)、超鋭敏なF■縮性の大なる茄性■と■わねばなら,t/・。又誇々に有機質令量

の着しく高ブ有携主層が,在 すろを、MHと 分類され2))じ 卜層t相 当な有機質合量を示

してしヽた。ラ采度もろ～ろ5*1■lよがなり客な冥殻層がろ苗層方に向し`等し`傾斜をなして走
り、そlι以下のシ)レト層|ま急激l[間陳♭Lが小となり塑1/1t減クι先行圧密を受けた板層と

なつており沖積層の基盤`を不すそのと考えう誰な。

lli)。
「
二■―マチッ7・ケーソン」採用わ理由

ブ るヽ地質に基確を築適する場合、丼晰1■7冥破層下の過E密 層に達せしめるのを一カ

であろうが、“)ろ季湯水期約5ケ 月Felに完成せじめりを得策とするI期 的怖り約と、(口)在未

線との取付1夕の関係上折格果が國鉄現掲深に相当近募 し(基礎純間隔約 |1米 )、前言3の

炒t超鋭敏お主ゆえ披ぅしによろ弱度低下0カめ國欽規格黎基礎1・L影 響を及ぼすllk■のあ

ろ彙等を考滝Tり と、むしろ掘せ之を慣菫に行しヽ4写、波下中任党の探度で
「
シンウオーlL/

すンプリング」等によりi賃 ・i ll■の確認が確実に出赤ること、及び
「
サンド, イヾルI」

等の地逐改哀互の実施が可負Lであって猥久籠を粘性土中に留めマt圧 着魂下の滅クを|ま″ヽ

主箇試験結果の一例 2P)
帥 奎号(T/23)一
間排 出  ―
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